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（生没年不詳、江戸時代）

　俳人。塩田庄屋。野
の

間
ま

郡波
は

止
し

浜
はま

村（現、今治市）を中心に活動した人。延享４（1747）年に石鎚と
道後温泉の句を編集した『素

そ

羅
らの

宴
うたげ

』を刊行。淡
たん

々
たん

流
りゅう

俳人で師の雪泉や松
まつ

木
き

淡
たん

々
たん

の句が寄せられて
いる。また、これには松山や風

かざ

早
はや

（現、松山市）など各地の多くの俳人の句や淡々流以外の人の句
も集められている。

略 歴
生年不詳
延享４（1747）年　　　　 　『素羅宴』を編集し、刊行
没年不詳
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